
23年度の協会会計と国の特別会計との合算ベースでの収支と協会決算との相違（医療分） 

 
 

【国】 
 

年金特別会計 
健康勘定 

    
  ⑤23年度保険料収入 
  のうちの未交付分  1,245億円 
 
  
 
 

 

①保険料 
67,958 
億円 

【国】 
 

年金特別会計 
業務勘定 

③業務勘定繰入 
（適用・徴収経費） 

148億円 
 

                          
 
  （収入）                      （支出） 
   保険料等交付金 66,559億円             保険給付費                   46,997億円                    
   任継保険料       893億円          拠出金等                     29,752億円    
   国庫補助金等     11,539億円          業務経費・一般管理費   1,013億円      
   その他          176億円         その他                             65億円 
                                                                                       

保険料等交付金 
    66,559億円（①＋②）－（③＋④）－⑤ 
 

⑥任継保険料 
893億円 

協会予算決算 

合算ベースによる収支 
（保険料率算定の基礎） 

 

      ②雑収入 
      （前年度の業務勘定繰入余剰金等） 

10億円 
        

【協  会】 

保 
険 
料 
収 
入 

④過誤納保険料等 
17億円 

合 
計 

68,852 
億円 

※Ａ、Ｂの決算書類には、介護分も計上されます。 

Ｃ．支部別収支 
Ｄ．協会管掌健康保険 
    全体の収支 

 

Ａ．予算・決算 
    報告書 
Ｂ．財務諸表 

 



協会けんぽの財政構造（23年度決算見込み） 

収 入 8兆577億円 支 出 7兆7,992億円 
 

・ジェネリックの使用促進 

・レセプト点検 

・保健事業 

・医療費情報の提供 

医療費の 
適正化 

（注）端数整理のため、計数が整合しない場合がある。 

保険料

6.9兆円

（85.5%）

国庫補助

1.2兆円

（14.3%）

雑収入等

190億円

（0.2%）

医療給付

4.2兆円

（53.7%）

高齢者医療

への拠出金

(介護を除く)

3.0兆円

（38.1%）

現金給付

0.5兆円

（6.6%）

健診・

保健指導

670億円

（0.9%）

協会

事務経費

340億円

（0.4%）

その他の

支出

230億円

（0.3%）

協会けんぽの
支出の約4割が
高齢者医療の
負担に充てら
れています。 



➢

➢

➢

（単位：億円）

23年度予算
（①）

介護分

72,549 72,549 66,559 5,990 -

1,098 970 893 76 △ 128

12,409 12,769 11,539 1,230 360

193 176 176 - △ 17

（小計） 79,168 7,296

3,340 - △ 3,340

平成23年度全国健康保険協会（健康保険）決算報告書の概要

健康保険勘定の収入は8兆6,464億円となっており、その主な内訳は、保険料等交付金が7兆2,549億円
（83.9％）、任意継続被保険者保険料が970億円（1.1％）、国庫補助金・負担金が1兆2,769億円（14.8％）等となっ
ています。

健康保険勘定の支出は8兆6,464億円となっており、その主な内訳は、保険給付費が4兆6,997億円（54.4％）、
後期高齢者支援金等の拠出金等が2兆9,752億円（34.4％）、介護納付金が7,403億円（8.6％）、業務経費・一般
管理費が1,013億円（1.2％）、準備金繰入が1,233億円（1.4％）等となっています。

健康保険勘定の財政収支については、準備金繰入を除くと収支差は1,233億円になります。

差額（②－①）
23年度決算（②）

医療分

収

入

保険料等交付金

任意継続保険料

国庫補助金等

その他

短期借入金

89,589 86,464 △ 3,126

47,261 46,997 46,997 - △ 264

29,723 29,752 29,752 - 29

7,402 7,403 - 7,403 1

1,334 1,013 1,013 - △ 321

56 66 65 1 10

472 1,233 1,341 △ 108 761

（小計） 79,168 7,296

3,340 0 △ 3,340

89,589 86,464 △ 3,126

東日本大震災関係の特例等は以下の通り。(注１)

計

支

出

保険給付費

拠出金等

介護納付金

業務経費・一般管理費

その他

準備金繰入

借入金償還金

計

(注３) 計数は、四捨五入のため一致しない場合がある。

① 国庫補助金等には災害臨時特例補助金（291億円）、震災に係る特定健康診査・保健指導補助金（0.3億円）を含めて
計上している。

② 保険給付費には一部負担金等免除に伴う費用（107億円）、傷病手当金等に関する特例に伴う費用（0.2億円）を含めて
計上している。

業務経費・一般管理費には健診及び保健指導の自己負担金の免除に係る費用（0.5億円）を含めて計上している。③

(注２) 期首及び期末に短期借入金残高はないが、期中の借入金に係る利息額（0.1億円）を借入金償還金に計上している。



➢

➢

➢

（単位：億円）

予算額(ａ) 決算額(ｂ)
予算決算
差額(b-a)

344 344 -

15 14 △ 1

30 36 5

82 80 △ 3

1 2 1

5 5 0

478 480 3

281 270 △ 11

111 108 △ 3

33 33 △ 0

39 33 △ 6

1 2 1

3 - △ 3

10 34 24

478 480 3

(注１) 東日本大震災関係の特例等は以下のとおり。

①

②

国庫補助金等には災害臨時特例補助金（５億円）、震災に係る特定健康診査・保健指導補助金（0.4百万円）を含め
て計上している。
保険給付費には一部負担金等免除に伴う費用（３億円）、傷病手当金等に関する特例に伴う費用（３百万円）を含め
て計上している。

(注２) 計数は、四捨五入のため一致しない場合がある。

③ 業務経費・一般管理費には健診及び保健指導の自己負担金の免除に係る費用（1百万円）を含めて計上している。

支

出

保険給付費

拠出金等

介護納付金

業務経費・一般管理費

その他

予備費

準備金繰入

計

収

入

保険料等交付金

任意継続保険料

国庫補助金等

職務上年金給付等交付金

その他

準備金戻入

計

平成23年度全国健康保険協会（船員保険）決算報告書の概要

船員保険勘定の収入は480億円となっており、その主な内訳は、保険料等交付金が344億円（71.7％）、任意
継続被保険者保険料が14億円（2.9％）、国庫補助金・負担金が36億円（7.4％）、職務上年金給付等交付金
が80億円(16.6％)、準備金戻入が5億円(1％)等となっています。

船員保険勘定の支出は480億円となっており、その主な内訳は、保険給付費が270億円（56.3％）、後期高齢
者支援金等の拠出金等が108億円（22.6％）、介護納付金が33億円（6.8％）、業務経費・一般管理費が33億
円（6.8％）、準備金繰入が34億円（7.1％）等となっています。

船員保険勘定の財政収支については、準備金繰入を除いた収支差は34億円となります。

23年度
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